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	私が考えたチロルチョコは、 コーヒーパイです。 なぜこのチロルチョコにしたかというと
	一つ目は、インタビューで、「疲れると感じた時に食べたくなるもの」と聞いて、ほとんどの先生がチョコや、甘いものが食べたくなる、コーヒーが飲みたくなる。と言っていたから、チョコと，コーヒーを合わせたチロルチョコにしました。
	二つ目は，コーヒーとチョコが合わさったチロルチョコに、パイのサクサクとパリパリが合わさった食感を入れるとたのしくなると思ったからです。
	三つ目は、パッケージに笑顔を多くしたら、買った人も笑顔になれると思ったからです。
	四つ目は、裏にメッセージを書いたら、元気や勇気が出てきたり、明日も頑張ろうという気分になれると思うからです

